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むらのできごとむらのできごと

　猿払村漁業協同組合様のご厚意による「村民
ホタテ配布」が行われ、漁業関係者の世帯を除
く約830世帯に、その日水揚げされたばかりの新
鮮なホタテ貝が１世帯につき15枚配布されまし
た。
　この取り組みは、「資源枯渇の時代から現在の
豊かな海を取り戻すことができたのは村の支援
があってのこと」と昭和51年から毎年行われて
いる伝統的な取り組みです。
　村民からは「毎年ありがとう」と感謝の声が
寄せられました。

　猿払村少年の主張大会がオンラインで開催さ
れ、村内小学校より５・６年生８名が主張発表
しました。この取り組みは、児童が日常生活の
中で体験したことや考えていることを発表する
ことにより、社会の一員としての自覚や責任感
を高めることを目的としています。
　最優秀賞は「努力を続けるために」というテー
マで主張発表した、浅茅野小学校６年生の丹治
岳琉さんとなりました。

　猿払村が「特殊詐欺被害根絶モデル地区」に
指定されたことにより、猿払村防犯協会へ稚内
地区防犯協会連合より「迷惑電話防止機能付き
電話機」が寄贈されました。
　寄贈された電話機を試験的に設置してもらえ
る村民を募集し、鬼志別在住の浮中健治さん宅
へ設置することとなったため、村防犯協会から
浮中さんへ贈呈式を行いました。

　猿払村漁業協同組合様から、年３回ホタテを
寄贈していただき学校給食で提供しています。
　第１回目は８月に「ほたての唐揚げ」、そし
て今回の第２回目ではスープカレーのトッピン
グとして焼きホタテを提供しました。
　第３回目は12月を予定しています。
　猿払村漁業協同組合様、いつも美味しいホタ
テをありがとうございます。

　楽楽心と鬼志別南町内会が南町交流会を３年
ぶりに開催しました。防災に関する研修を受け、
車椅子リフト車の体験をし、最後にサークル
ボール大会を行いました。サークルボールは４
チームに分かれてとても白熱した戦いとなりま
した。
　コロナ禍ということもあり限られた時間での
交流会でしたが、とても楽しい時間となりまし
た。
ご参加いただいた南町町内会の皆さまありがと
うございました。

　伊藤村長より株式会社ササキ様へ感謝状が贈
呈されました。
　この感謝状は社会貢献活動の一環として、浜
猿払漁港の環境整備をしていただいたことに感
謝の意を込めて贈られました。

　眞野副村長より、石塚建設興業株式会社様へ
感謝状が贈呈されました。
　この感謝状は地域貢献活動の一環として、車
いすを寄贈したことに感謝の意を込めて贈られ
ました。
　頂いた車いすは役場庁舎で使用します。

　カゴメ株式会社の管理栄養士　井上真規子氏
を講師に「カゴメ健康セミナー」が開催されま
した。
　「自分のため、大切な人のために。生活習慣・
食生活改善のすすめ」をテーマに、なぜ野菜を
食べられないのか、なぜ生活習慣病になってし
まうのかといったお話がありました。野菜は、
生鮮野菜の他にカットされたものや冷凍、調味
料、ジュースなど様々な方法で摂ることができ
ます。本能のまま食べずに考えて食べることを
心がけるよう参加者へ呼びかけました。

毎年恒例、ホタテ配布
場日　  10月19日(水) 　         村内各地

南町町内会との交流
場日　  10月23日(日)               楽楽心

野菜は考えて食べよう
場日　  10月22日(土)               保健福祉総合センター

地元食材を使った給食を堪能
場日　  11月４日(金)               各小中学校

自分の想いを主張
　  11月４日(金)               各小学校場日

迷惑電話防止に繋がる電話機を設置
　  11月11日(金)               役場場日

社会貢献活動に感謝を込めて
場日　  11月14日(月)               村長室

車いすの寄贈に感謝を込めて
場日　  11月10日(木)               村長室


